
世界のEAST・大阪から、国際水準のデザインを
─都市の可能性を見いだす試みがはじまります。
www.designeast.jp/

開催日：2011年9月23日［金］、24日［土］、25［日］／11:00-22:30

会場：名村造船所跡地／クリエイティブセンター大阪
―

DESIGNEAST実行委員会：
柳原照弘［ISOLATION UNIT］
原田祐馬［UMA/design farm］
家成俊勝［dot architects］
水野大二郎
多田智美［MUESUM］
―

会場協力：
千島土地株式会社
名村造船所跡地［Creative Center Osaka］
―

協力：
adanda

アイセン工業株式会社
102木工所
株式会社カンペハピオ
京都造形芸術大学 ウルトラファクトリー
KENICHI MORISHIGE

Hostel 64 Osaka

マックスレイ株式会社
remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織］
洋画★シネフィル・イマジカ
株式会社サンゲツ
コエドビール
―

お問い合わせ：
DESIGNEAST実行委員会
〒540-0031

大阪市中央区北浜東1-29 5F MUESUM内
担当：多田
E-mail：contact@designeast.jp

［企画・編集］藤村龍至／山崎泰寛

［編集協力］伊庭野大輔／藤井亮介／松島潤平／本瀬あゆみ／刈谷悠三／浅野翔／森村佳浩

［デザイン］刈谷悠三

発行日：2011年9月23日
発行所：株式会社藤村龍至建築設計事務所
url: www.ryujifujimura.jp｜e-mail: office@ryujifujimura.jp TUOBADNUOR JOURNALvol.

特
集

Special Feature

「ライブ編集」というコンセプトのもと、
会場にて建築家のレクチャー＋インタビュー、その文字起こし、
レイアウトなど、取材・編集作業をライブ形式で行い、
フリーペーパー『ROUNDABOUT JOURNAL』を
即日発行するというメディア型のイベントです
―

日時：2011年9月23日［金］｜開始＝19:00｜終了＝21:30

会場：名村造船所跡地
タイトル：「DESIGNEAST 02のうた（仮）」
主催：DESIGNEAST実行委員会
ゲスト：スプツニ子！ 

コメンテーター：濱野智史
モデレータ：藤村龍至／TEAM ROUNDABOUT

ファシリテーター：家成俊勝
―

ROUNDABOUT  JOURNAL［媒体概要］
企画・編集：藤村龍至／山崎泰寛
編集協力：伊庭野大輔／藤井亮介／松島潤平／本瀬あゆみ／刈谷悠三
デザイン：刈谷悠三
発行部数：5000部
配布＝LIXIL:GINZAおよび大学、書店、ギャラリー等にて
―

vol.01 「1995年以後の建築」［タブロイド版／2007年3月発行］
vol.02 「1995年以後の都市」［タブロイド版／2007年3月発行］
vol.03 「都市ビューティ革命」［タブロイド版／2008年1月発行］
vol.04 「オルタナティブメディアは必要か」［建築雑誌2008年1月号］
vol.05 「愛と力の関係」［ライブ編集版／2008年1月発行］
vol.06 「続・愛と力の関係」［ライブ編集版／2008年1月発行］
vol.07 「議論の場を設計する」［Dialogue［台湾］2008年4月号］
vol.08 「マイ・アイデンティティ」［タブロイド版／2009年1月発行予定］
vol.09 「手の内側」［ライブ編集版／2009年1月発行］
vol.10 「メタボリズム2.0」［ライブ編集版／2010年2月発行］
vol.11 「アーキテクト・アーティスト」［ライブ編集版／2010年10月発行］
vol.12 「決定の設計」［ライブ編集版／2011年9月発行］

建築家、編集者、グラフィックデザイナーからなるメディア・プロジェクト・チーム。
2002年、藤村龍至と山崎泰寛により活動開始、2007年より現編成。
「議論の場を設計する」をスローガンにフリーペーパー『ROUNDABOUT JOURNAL』、
イベント『LIVE ROUNDABOUT JOURNAL』、
ウェブマガジン『ART and ARCHITECTURE REVIEW』の
企画・編集・制作を行うほか、書籍の出版、全国各地でのシンポジウムの開催、
展覧会のキュレーションなどを精力的に展開し、
独自の現代日本建築・都市論を提示している
aar.art-it.asia

―

― 藤村龍至｜Ryuji Fujimura

 1976年東京都生まれ。東京工業大学大学院、
 ベルラーへ・インスティテュート、ISSHO建築設計事務所共同主宰を経て、
 藤村龍至建築設計事務所主宰。2010年より東洋大学専任講師
―

― 山崎泰寛｜Yasuhiro Yamasaki

 1975年島根県生まれ。横浜国立大学、京都大学大学院を経て、
  『建築ジャーナル』編集部勤務。京都工芸繊維大学大学院博士課程在籍
―

― 伊庭野大輔｜Daisuke Ibano

 1979年東京都生まれ。
 東京工業大学大学院を経て、日建設計勤務
―

― 藤井亮介｜Ryosuke Fujii

 1981年香川県生まれ。
 東京工業大学大学院を経て、坂倉建築研究所勤務
―

― 松島潤平｜Jumpei Matsushima

 1979年長野県生まれ。
 東京工業大学大学院、隈研吾建築都市設計事務所を経て、
 2011年松島潤平建築設計事務所設立
―

― 本瀬あゆみ｜Ayumi Motose

 1980年長野県生まれ。東京藝術大学、東京工業大学大学院、
 隈研吾建築都市設計事務所を経て、2011年ASDL設立
―

― 刈谷悠三｜Yuzo Kariya

 1979年東京都生まれ。
 大阪工業大学、東京工業大学研究生、アトリエ・ワン、
 schtüccoを経て、neucitora主宰
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SPUTNIKO!
スプツニ子！
SATOSHI HAMANO
濱野智史

スプツニ子！｜ Sputniko!

─
現代アーティスト／ミュージシャン
1985年東京都生まれ
2006年ロンドン大学インペリアルカレッジ数学／
情報工学部卒業 (1 st Class)

2010年ロイヤル・カレッジ・オブ・アート大学院
Design Interactions学科修士課程修了
─
作品は各専門家との
入念な調査・検証を行いながら制作されており、
テクノロジーによって変化していく人間の在り方や
社会を反映させた、社会批評的な作品が
中心となっている。2010年に卒業と同時に
東京都現代美術館で作品が展示され、
2011年にはニューヨーク近代美術館でも作品を展示。
─
─
濱野智史｜ Satoshi Hamano

─
株式会社日本技芸リサーチャー
1980年生まれ
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修士課程修了、
国際大学グローバル・コミュニケーション・センター研究員を
経て現職。専門は情報社会論。
特にウェブサービスのアーキテクチャ分析を
中心的に手がける。

13世界のあいだに立つ
民主主義 ／ d o u b l e  e n t e n d r e ／格差社会
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本
誌
は
即
日
発
行
を
趣
旨
と
し
て
収
録・
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、可
能
な
限
り
適
正
な
表
現
と
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、一
部
発
言
者
の
意
図
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
責
任
は
編
集
部
に
あ
り
ま
す
。｜
所
属
・
役
職
等
は
発
行
当
日
時
点
の
も
の
で
す
。

［公開版］
web

ROUNDABOUT JOURNAL



［
ス
プ
ツ
ニ
子
！
さ
ん
の
レ
ク
チ
ャ
ー
］

JP_ 大
学
の
授
業
、
卒
業
制
作
と
、
課
題
に
対
す
る
作
品
が
そ
の
ま
ま

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
き
っ
か
け
に
な
る
。
建
築
学
生
に
も
そ
ん
な
道
筋

が
あ
り
得
る
ん
だ
ろ
う
か
｜
AM

_ フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
最
新
形
と
思
っ
て

い
ま
す
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。
｜
JP_ フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
い
つ
だ
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
ー
マ
な
の
か
｜
JP_ 日

本
人
が
変
態
だ
、
と
い
う
グ

ロ
ー
バ
ル
認
識
＆
興
味
も
加
担
｜
JP_ ハ

イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＋
変
態
＝
日

本
人
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
｜
JP_ 個

人
的
な
興
味
の
精
度
高
い
実
現

こ
そ
が
最
も
グ
ロ
ー
バ
ル
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
道
筋
な
の
か
。
と
い
う

か
最
も
社
会
性
を
持
っ
て
し
ま
う
時
代
な
の
か
。
｜
JP_yo

u
tub

e+
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
拡
散
が
半
端
じ
ゃ
な
い
と
。
観
客
動
員
数

<<<<<
再
生
回
数
の
関
係
｜
AM

_ 「
個
人
的
な
興
味
」
か
ら
始
ま
っ
た
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
性
別
や
身
体
の
話
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
誰
で
も
共
有
で
き

る
話
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｜
FJ_ こ

の
前
メ
ジ
ロ
ス
タ
ジ
オ
の「
カ

ラ
オ
ケ
か
ら
世
界
へ
」
と
い
う
話
に
通
じ
ま
す
ね
。
｜
AM

_ テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
発
展
と
い
う
も
の
は
誰
に
で
も
平
等
に
起
き
る
も
の
で
は
な
い

b
y ス
プ
ツ
ニ
子
！｜
FJ_ だ

が
、
生
理
は「
女
の
子
だ
け
」
平
等
に
起
き

る
わ
け
で
す
ね
。
｜
JP_ そ

の
片
手
落
ち
の
状
況
が
、
世
界
に
共
感
と

ミ
ス
テ
リ
ー
の
共
存
を
つ
く
る
、と
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
強
度
は
い
つ
ま

で
も
揺
る
が
な
い
な
。
｜
AM

_ 我
々
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
享
受
し
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ネ
ッ
ト
身
体
を
謳
歌
し
て
い
る

ん
だ
け
ど
、
身
近
に
あ
る
ざ
ら
っ
と
し
た
身
体
が
提
示
さ
れ
て
な
ん
か

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
妙
な
感
じ
。
｜
JP_ 学

生
時
代
の
興
味
の
対
象

だ
っ
た「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
生
活
の
あ
り
方
」
で「
生
理
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
に
着
目
し
た
の
は
圧
倒
的
に
シ
ャ
ー
プ
。
必
然
と
言
っ
て
も
い
い

合
致
点
で
す
ね
。
｜
JP_ ど

う
し
よ
う
も
な
い
も
の（
人
間
の
し
く
み
）

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
わ
け
で
｜
JP_

ア
ー
ト
と
し
て
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
だ
が
、や
っ
て
い
る
こ
と
は「

critical 
d

esign 」
 、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
。
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
作

る
デ
ザ
イ
ン
、
つ
ま
り「
価
値
の
デ
ザ
イ
ン
＝
ア
ー
ト
」
と
い
う
示
唆
。

｜
AM

_ 快
楽
の
間
逆
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
特
性
を

あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
｜
JP_ ス

プ
ツ
ニ
子
！
さ
ん
か
ら
セ
ド

リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
が
参
照
さ
れ
る
の
は
感
激
｜
JP_#LR

A
JinD

E
 

の
ス
ピ
ー
ド
尋
常
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
｜
FJ_ ビ

ン
ビ
ン
き
て
ま
す
ね
。
｜

AM
_ ム
ズ
ム
ズ
き
て
る
｜
JP_ ド

ラ
え
も
ん
の
秘
密
道
具
か
ら
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
倫
理
を
問
う
。
変
態
の
日
本
人
だ
け
が
出
来
得
る
変
態
的
思

考
実
験
か
。｜
JP_ 明

ら
か
に
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
動
機
と
手
法
が

突
然
フ
ァ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
に
裏
返
る
瞬
間
を
考
え
た
い
。
｜
JP_ 災

害
と
い
う「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
」、
に
応
答
す
る
人
間
的
な
行
為

と
し
て
の「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
の
あ
り
方
」
＝

critical d
esign

＝
未
来
へ
の
想
像
力
｜
AM

_ 問
題
提
起
こ
そ
が
未
来
を
作
っ
て
い
く
。

震
災
に
よ
っ
て
計
画
が
召
還
さ
れ
た
。
｜
AM

_ ス
プ
ツ
ニ
子
！
さ
ん
の

作
品
は
批
評
活
動
と
も
言
え
る
と
思
う
け
ど
、
こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に

派
生
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
か

―

［
濱
野
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
タ
ー
ム
へ
］

JP_ 他
人
の
痛
み
と
い
う
文
学
的
な
も
の
を
、
デ
バ
イ
ス
や
マ
シ
ン
で

共
有
す
る
と
い
う
即
物
的
な
手
法
が
新
し
さ
。
こ
の「
即
物
性
」
こ
そ

が
ア
ー
ト
の
宝
刀
だ
よ
ね
。
｜
ID_ さ

ら
に
映
像
と
し
て
も
ク
オ
リ
テ
ィ

が
高
い
の
が
す
ば
ら
し
い
｜
JP_ ア

ー
ト
は
モ
ノ
を
扱
う
以
上
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
介
さ
な
い
わ
け
が
な
い
、
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
る
。
｜
AM

_ ツ
イ
ッ
タ
ー
で
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
、
そ
の
日

初
対
面
で
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
っ
て
い
う
の
が
影
響
力
が
あ
る
。
｜
JP_

確
信
犯
的
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
で
人
を
引
っ
張
っ
て
い
な
が
ら
、
い
つ
の
間

に
か
ビ
ジ
ョ
ン
で
人
を
引
っ
張
っ
て
い
る
状
態
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

重
要
。
そ
れ
が
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
フ
ァ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の

転
換
点
か
も
。
｜
JP_ 濱

野
さ
ん「
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
る
か
も
、
と
い
う
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
か
。
な
る
ほ

ど
、
ま
だ
斜
め
上
だ
っ
た
か
。
｜
AM

_ 「
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
か
｜
JP_ 民

主
主
義
に
お
け
る
政
治
的
振
る
舞
い
だ
ね
。
｜

JP_S
N

S
の
合
理
性
と
は
関
係
の
な
い
日
本
的
な
倒
錯
性
と
民
主
主

義
の
関
係
、
ア
ー
ト
の
内
容
と
と
も
に
制
作
、
公
開
の
振
る
舞
い
方
が

重
要
。
｜
AM

_ つ
ま
る
と
こ
ろ
、
生
理
体
験
装
置
と
い
う
の
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
じ
め
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
正
し
い
使
い
方
、
使
い
方
哲
学

の
よ
う
な
も
の
を
教
え
て
く
れ
る
装
置
で
は
な
い
の
か
｜
AM

_ 匿
名
性

で
無
い
こ
と
の
重
要
性
と
か（
ニ
コ
動
で
は
無
い
）｜
JP_ 「

ゴ
ー
ス
ト
＝

空
気
と
の
付
き
合
い
方
、
振
る
舞
い
方
」
の
話
へ
。
確
か
に
こ
れ
こ
そ

が
民
主
主
義
的
だ
と
い
う
身
体
感
覚
が
あ
る
。
日
本
人
特
有
か
も
し

れ
な
い
が
。
｜
JP_ 格

差
社
会
が
ア
ー
ト
を
育
て
る
。
格
差
が
な
い
社

会
で
は
倒
錯
が
育
つ
。
倒
錯
を
ア
ー
ト
に
仕
立
て
上
げ
る
た
め
の
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
噛
ま
せ
た
手
法
が
必
要
。
｜
AM

_JP
は
ア
ー
ト
と
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
繋
げ
す
ぎ
だ
よ
｜
JP_ ア

ー
ト
は
ト
ラ
ウ
マ
を
語
れ
と
言
う

で
は
な
い
か
。｜
ID_ べ

つ
に
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
｜
JP_ 現

代
美
術
は

「
俺
よ
り
絵
が
上
手
い
奴
が
い
る
」
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
オ
リ
ジ

ン
が
あ
る
強
烈
な
ト
ラ
ウ
マ
ゾ
ー
ン
だ
と
思
っ
て
い
る
が
…
そ
の
動
機

は
い
つ
の
間
に
か
掻
き
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
な
。
｜
AM

_ ワ
ン
ク
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
倒
錯
が
あ
た
か
も
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る
か
の
よ
う

に
振
舞
う
と
い
う
こ
と
か
｜
JP_ 現

代
美
術
に
代
表
さ
れ
る
メ
タ
精
神

は
人
間
が
現
実
を
乗
り
越
え
る
思
考
だ
か
ら
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
結
び

つ
き
や
す
い
。
と
思
っ
て
い
る
。｜
JP_ そ

れ
も
も
は
や
大
昔
の
話
か
。

現
代
は
フ
ァ
ニ
ー
な
メ
タ
性
に
溢
れ
た
時
代
？｜
JP_A

K
B
の
話
：
濱

野
さ
ん
：
「
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
な
く
シ
ス
テ
ム
を
媒
体
に
し
て
連
携
が
可

能
な
時
代
」｜
AM

_A
K

B
は
リ
ア
ル
Ｓ
Ｎ
Ｓ
｜
JP_ な

ん
で
こ
ん
な
も

の
が
い
い
ん
だ
？
＝
価
値
の
デ
ザ
イ
ン
＝

critical d
esign ｜

AM
_

ち
ょ
っ
と
ず
れ
ま
す
け
ど
、

A
K

B
は
身
体
と
同
じ
く
ら
い
老
若
男
女
で

語
れ
る
テ
ー
マ
だ
よ
ね
｜
JP_ ク

ラ
ス
タ
内
の
連
携
は
ビ
ジ
ョ
ン
無
し

で
獲
得
で
き
る
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
無
い
以
上
、
見
て
い
る
方
向
は
バ
ラ

バ
ラ
だ
か
ら
連
携
し
た
先
の
話
は
な
く
て
、
た
だ
連
帯
感
だ
け
が
生
産

さ
れ
て
い
く
と
い
う
変
な
パ
ワ
ー
ネ
ス
が
肥
大
化
し
て
い
く
だ
け
だ
よ

ね
。
そ
こ
に
民
主
主
義
的
な
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
。
｜
JP_ 多

様
な
ま
ま
巨
大
な
数
が
ま
と
ま
る
、
と
い
う
フ
ァ
ニ
ー
な
状
態
に
は
な

る
も
の
の
。
｜
AM

_ メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
考
え
る
と
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
は
ビ
ジ
ョ

ン
を
発
生
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
｜
JP_ 新

・
港
村
の
と
き
の
議
論
に
も
つ
な

が
る
け
ど
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
的
な
イ
ン
デ
ィ
ビ
デ
ュ
ア
ル
型
社

会
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
実
現
す
る
話
と
し
て
は
楽
観
的
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
。
｜
JP_ 二

元
論
で
言
え
ば
国
家
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
形
成
だ
け

ど
、
規
律
、
安
全
、
管
理
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
作
り
切
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
は
究
極
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
概
念
：
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
任
せ

て
、
人
間
の
振
る
舞
い
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
徹
す
る
べ
き
な
の
か
。

ドラディカルなクリティカル・デザイン
―

スプ｜私は数学部なんですが、大学のすぐ隣にあったRCAというアートの

大学院で、テクノロジーと人間の関わり方を考えるデザインインタラクショ
ンというコースに通いました。今MoMAで展示されている作品は、RCA

時代に製作したものです。
イギリスは理系の勉強ばかりをすると理系バカになるということで文系

の科目を取らせる。そこで仕方なく音楽の授業を取り、そこで5曲を作る

という課題が出た。音楽の授業の先生がイケメンでしたｗ そこで、興
味のあるテクノロジーと人の歌を作って、それが「グーグルのうた」と「Skype

のうた」でした。
そこで今日は「生理マシーン、タカシの場合。」（Menstruation Machine, 

Ta k a s h i’s  Ta k e .  h t t p : / / w w w.y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v=g n b -

rdGbm6s&feature=share）を話します。生理を身にまとってしまいたい男
の娘（コ）の話です。この作品を作るときに生理の偉大な先生に話を
伺った。そこで女性の精神状況、血液の量などを綿密に計算し生理
マシーンをデザインとして作った。ギャラリーに映像を置くだけではもっ

たいないと思って、
YouTubeにアップしたら

海外のネットメディアが

こぞって取り上げた。「日
本で生理を体験できるマ

シーン開発！」って（笑）。
一週間で10万アクセス

もあったんです。実は「日
本人はハイテクだけどちょっと変態」って世界では思われています。「な
んだこいつ」「ワケが分からない日本人」みたいなコメントで埋まったん
です。「急所を蹴られた痛みに比べてどうでもいい」とか、女性が「ス
プツニ子！くんの試みは評価したい」とか一気に出てきた。ギャラリー
にこの作品を出しても、ギャラリーに来るような人じゃないと見ない。で
も、YouTubeだとそうじゃない人が見れる。おかげで世界中の人が見
る。だからすごくうれしかった。生理って面白い現象で、1960年に避

妊用ピルが開発されたが、生理が完全にストップする方法が完成して

いた。でもそれじゃ女性が不安がってしまう。だから、その不安を和ら
げるために毎月ニセの生理を行うよう設定されたほどです。
テクノロジーの発達は平等に起こりません。60年代と比べると、私た
ちは宇宙にも行けるなどハイテクになったものの、未だに生理は月に一
回起きている。先の例のように政治的背景によって左右される。バイ
アグラは日本では半年で承認。避妊用ピルは10年された。アメリカで
は安全に生理が来なくなるピルができている。その問題をみんなに知っ
てほしかった。
私は、テクノロジーと文化の関係をポップに分かりやすい切り口で、作
品として発表しています。卒業して初めて展示したのが東京現代美術
館で、次がMoMAでの展覧会です。私はWebベースのアーティストで、
作品をYouTubeにアップしてコンセプトを広めていました。
実は私は、ボロボロの生活をしていたが、でも、つくりたい作品のビジョ
ンがあった。そこでTwitterで参加してくれる人、映像ディレクターを募
集して、ほぼ初対面で作った作品が「生理マシーン」なんです。
―

今日は、DEということで、クリティカルデザインについて話したいと思い
ます。それは、「？」をつくるデザインです。直訳すれば、批評的デザイ
ン。問題解決するとか、マーケットが求めるものを出すのではなく、問
題を提案するデザインのことです。生理マシーンがYouTubeにアップ

された時に、みんな「？」を持ったはず。私が作るものはなぜデザイン
なのか。デザインはそもそも問題を解決するためにされていると思われ
ている。クリティカルデザインは問題を解決するのではなく問題を提案
するデザイン。私は、アーキグラムなどの末裔である面がある。セドリック・
プライス「移動式大学」（1965）は、今で言うところのWikipediaのような

モノ。クリティカルデザインは建築とは言わなくてもプロダクトなんです。
水野さんに呼ばれて「ドラディカルデザイン＝ラディカーレ＋ドラえもん」
をレクチャーした。ドラえもんはクリティカルなデザインで、たとえば「ど
こでもドア」＝空間、時間、プライバシーに「？」をつける。ドラえもんは
起承転結がしっかりしており、必ずオチがある。そのオチをなくして読
者に最後のところを考えてもらうのがドラディカルデザイン。起・承・転ま
でで終わりなんです。
3・11ではトーク中に地震がおこり、Twitter上でいろいろな議論が起こ

りました。スーパースタジオは、「フィレンツェ大洪水」（1966）と関係があ

るんじゃないか。彼らの代表作は、その衝撃から生まれてきたのでは
ないかと思います。ドラディカルデザインは想像を促し、未来を描くこと
でもある。原発事故で明るみになったネガティブな要素は、もともと議論
する要素がこれまでにもあった。本当は、デザイナーはもっと前に考えて
議論すべきだったのかもしれない。そういうことが明るみに出てきた。
未来を描くことを考えることはとても大切であると言えると思います。

ドラディカルデザインは想像を促し、
未来を描くことでもある。
―

濱野｜「生理マシーン」は日本のオタクがやりかねないスレスレなところ
が出てきているのが面白いし、ジェンダーの超えられない差を身体にい
じり、マシーンで補填しようとするところが面白い。日本では、フィクショ
ンと現実を混ぜて、コミュニケーションがあるように見えればいいように

なってきている。SNSで

民主主義を可能にする

にはどういうアプローチ

があるのか。
藤村｜身体的な介入を

テーマになぜしました

か？
スプ｜日本ではニコニコ

動画など、フィクションとテクノロジーが近い。だからEUは直線だとし

たら日本人は蛇行している。そこからいいものが出てくるかもしれない。
女の子になりたいために生理をつけるという合理的じゃない方向に進

む。そこに日本人的なリアリティがある。
濱野｜公共心に芽生えた人が生まれてきたということですね。でも“大好

き国家”に近づいてきてるのではないかとも思えますよね。そこを悲観
的に思ってはいないですね。
藤村｜日本的な特殊性に軸足を置かれて片方ではアメリカ的なSNS

の使い方がある。
スプ｜イギリスではフィクション、日本ではクリティカルなものとして作品
を紹介しています。SNSで作品をつくりますが、匿名ではなく、私とい
う先導者がいる。ニコニコ動画は面白いが自分とは違う。Twitterで

は、ビジョンをもって私が引っ張っている。「Open Sailing」という作品
では、インターネットを使って、ユートピアをオープンソース化しました。
スプ｜Facebookやフリッカーを使って、一般の人に都市を考えてもらう
プロジェクトをやった。海で住もうというテーマだけを与えてどういう農
業をするか、料理をするか、それぞれの分野で議論していた。
藤村｜今、東京でメタボリズム展が行われている。1960年代までは日

本でも未来都市のビジョンを描いて人 を々リードしていた。1970年代

からビジョンを描かない流れになってきている。空気みたいなものが支
配している。現在はゴースト、ビジョン的なるものが人 を々リードしてい

ると言われる。3・11以後はスプさんとゴースト、どちらを選択されるの
でしょうか

濱野｜自分でつくる感じではない、理念ではなく、ビジョンがなくてもビ
ジョンがあるように見えることに関心がある。今年、中東あたりでSNS

を通じて暴動・革命が起こりました。それが飛び火してロンドンでは
暴動が起こった。EUでは“大人”しか政治に参加していないのに対し
てbot好きな日本人は本当に“大人”といえるのかどうか、しかし革命と
イギリス暴動はちょっと意味合いが違う。革命は全世界共通、一方暴
動はソーシャルゲーム的に行われてきた。
スプ｜両者ともSNSを使っていたがビジョンとは違うように感じる。ロン
ドンの暴動はビジョンレスで、暇つぶしなんです。仕事をしていなくて
も手厚い生活保護で生活できる人たちがいる。そういうクラスタがイギ

リスにあり、すさまじい
格差社会にある。きっ
かけはプロテストだった

かもしれないが、空気
が共有されて炎上、飛び
火していた。雰囲気が盛
り上がってどんどんやって

しまった。
濱野｜この国はビジョンではうまくいかない。批評家の村上裕一さんが、
今、ビジョンはないが「ゴースト」があり、初音ミクを身体化したいとい
う妄想が人 を々ドライブしていく。存在しないものを存在させるという
創造性をドライブするものに興味ある。
スプ｜日本のラッパーが俺にはわかる（ｷﾘｯという人がいたが、日本のそ
れとはまったく違う。そこを共有するのが難しい。日本でアートが育た
ないのはアートが売れないから、つまりお金持ちが少ないから。それは
格差が少ないということの現れですよね。例えば、2,000円くらいのオ

タマトーン（明和電機）は日本ではすごく売れる。
藤村｜EUの脱政治的、日本の局所的な政治的なことが行われている
中で格差社会が顕在化していくことは明らかですね。『東京から考え
る』では、足立区から格差社会を考えるところがある。ヨーロッパの現
代の状況からなにを学ぶか。
濱野｜放っておいてイギリスのようになるかは分からないですが、日本で
は世代格差に集約される。それは再分配機能がある程度は機能して
ると思える。
スプ｜今回の暴動には移民問題がある。足立区で育った人は足立区
の文化があるが、ロンドンにきた移民は、ロンドンの文化とも母国の文
化とも断絶されてしまっている。英語がうまくしゃべれない、元から来
た国から分断されて宗教も元の文化もないしロンドンに馴染めないしと

いう、何のアイデンティティもない人間になってしまう。動物に近くなる。  

濱野｜移民はまず受け入れるけれど、同化承認しないので放置状態。
ヨーロッパのほうが動物化に問題が激しい。そこをボランティアなどで
自己承認が満たされているから日本はまだ満たされている たとえば

AKB48の面白いことは、推しメンを決めると会話が成り立ってしまうこ
と。AKBを好きになることで留学生が包摂されていく日本的な仕組

み。なんとなく知り合いになり、コンテクストが共有できる。人間／動
物の融合型のコミュニケーションとして可能性があるか気になる。日本
人のgdgdなコミュニケーションには可能性があると思っていて、世界で
どれくらい可能性があるのかは興味がある。チームラボの猪子さんが
移住するときにまずは日本のコンテンツ（ジャンプ、AVなど）をwinnyなど

で輸入した上で、移民が起きればそこにコミュニケーションが生まれる
といっていたがあながち間違いではないと思う。  

スプ｜AKBはいいコンテンツかわからないけど、システムは優秀。
濱野｜前田敦子はどこがいいの？みたいなｗ AKBのシステムをデザイン

学生は学ぶべき。
スプ｜アジア全体で、AKBのシステムで総選挙をやればいい。
濱野｜たとえば田中角栄の面白さは日本改造計画というビジョンを描い

たところでなく、握手をすれば選挙に勝てるといったところなんですよね。
家成｜AKBのなんでもないシステムが包摂していく感じなど面白かっ

た。今年のテーマは周縁と中心。さまざまな活動が周縁で起こってい
る。濱野さんからみた大阪の印象や都市の関係を教えてください。
濱野｜梅田で降りたら東京みたいなので綺麗じゃんとおもったけど、梅
田ダンジョンを歩いて、インターネットハイパーリンクのようなものは、ア
レクサンダーのセミラティスのようなものは都市そのものだと思った。地
下街に大阪の本質がある。近いからつないでしまうのが都市の活力で
はないか。  つづく>>>>

orihihs0y_グーグルのうた的建築家
像をめざして。とかかな。
ikasamaya_いい線ついてるが、やや
違う。RT @orihihs0y: グーグルのう
た的建築家像をめざして。とかかな。
moritakazuya_ バルセロナから応援
しています！@fujiidata 400km先か
ら応援していますw RT @orihihs0y 

前 線 は お 任 せくだ さ いw RT @

fujiidata: TEAM ROUNDABOUT 

奥沢支部、スタンバイ完了です。
fujiwalabo_男の娘について、生理マ
シーンタカシの場合についての説明。
昼のファッションデザイナー山縣さん
の妄想力につながる素晴らしい個人
的発想。
fujiwalabo_妄 想 的 物 語を科 学 的
根拠付けるのでは物足りなくなり→
ミュージッククリップ。そのジャンプが
すごい。
fujiidata_ちょっと話題が違うかもし
れないけど、確かに男の娘の破壊力
はすごい。げんしけんの２期でも男の
娘が投入され、話が劇的に盛り上がっ
た。性別のボーダーを意図的に超え
られる魅力がある。
fujiwalabo_You tubeが作品の回路
を開いた。
sho_murakami_テクノロジーと文化
の関係
tomy_to_me_サイエンスは文化と政
治の下位のモノ…。
fujiwalabo_ 生理マシーンタカシの場
合が、ディレクターもヘアメイクもカメ
ラマンも全員ツイッターで募集して撮
影当日に初対面…本当に衝撃的！
yousukekinoko_なんとなくタブー感

のあるところを軽やかにフランクに
そしてクリティカルに撃ち抜いてくる
トーク。
fujiwalabo_デザインは問題を解決す
るのではなく、クエスチョンマークを
つくるデザイン。かつて西沢立衛に、
問題を解決するのではなく新しい問
題を生み出すデザインをと言われた
ことを思い出した。
ryuji_fujimura_ラディカーレ＋ドラえ
もん＝ドラディカル・デザイン
nagasodenagapan_どこでもいっちゃ
いけないんだ。。。
okalemon12_ドラえもんの批評性。
orihihs0y_ 盛り上がってまいりました
sho_murakami_ドラエモンはたしか
に批評的。 ドラエモン好きとしては、
たまーに起承転、でおわる話もあるん
だよね。その会ってすごい深い終わり
方をする。  ポータブル国会とかバイ
バインとか。
ryuji_fujimura_ドラディカルデザイ
ン＝未来を描くこと。
somatie Daisuke_ふと周りを見渡す
と、iPhoneなり携帯なりでTwitter

呟き姿勢で臨んでる来場者の多いこ
と。スプツニ子さんの活動の原点にも
なった色んな人の活発に議論しあう

web上の風景が、DEの会場でリアル
に展開されてる。ような気がする。
fujiwalabo_FOAのアレハンドロは横
国のスタジオで起を仮説で変形させ、

(起 )承転でデザインを考えさせた。ロ
ンドン的な思考方法なのだろうか。
tomy_to_me_ドラディカル・デザイ
ンは未来を描くコト。批評精神を手
に、lifeをデザインしていくこと。
gacchimucchi_スプ子さんの描く震災
後の情景＝ＴＲＡＪの取組む姿勢
shooopom_議論を提案するデザイ
ンって、どこまでその後をフォローし
なきゃいけないんだろ？
Yasu_umi_デバイスで性差なんかを
サクッと越えるのは面白い
Yasu_umi_日本人のボット好きにつ
いて
Yasu_umi_日本人の未成熟について
fujiwalabo_botと戯れる日本人につ
いての濱野さん。乱暴に訳すと、欧州
文脈でみると合理的でなく成熟しな
い日本人に民主主義は可能なのか。
yousukekinoko_日本人って身体的感
覚をすぐ、ものや情報に延長できちゃ
うような気がする。古くは大工道具と
かでいまは架空のアカウントな情報な
りに。
gacchimucchi_テクノロジーと理性は
併走する→無駄産まれてリアリティが
増す
Yasu_umi_日本人は大人になってき
ている？
fujiwalabo_多様性ファニーなところ
は残しておきたいな。というスプ子感
覚が面白い。

tomy_to_me_ パロディの本意は批評
性、パラドキシカルなモティーフをポッ
プに包みながらテクノロジーと戯れる
スプツニ子のスタイルは理念的にアー
トそのもの。擬似ポップアートとは本
質を異にする。

fujiwalabo_ニコニコ動画の倒錯性か
らはスプ子さんは距離を取る。ビジョ
ンの提示と接続の手段がSNS

Yasu_umi_ビジョンがなくてもビジョ
ンのように機能してしまうもの、初音
ミク、やる夫などについて
kaname1108_ビジョンがない。メタボ
リズムの反対的
fujiwalabo_上手くいくならどっちでも
いい派。濱野さん。
tanakamamiya_うまくいくならどっち
でもいい。ってのはすごく現代的。
youshimada_ 濱野さん、ドライブさせ
るな?。
ynbr_ 超巨大な暇つぶし
tksmrst_pingpong projectに繋が
るんですね。わかります
yousukekinoko_暇つぶしが満ちてる
からロンドンみたいな暇つぶし暴動が
ない。でも暇つぶしに潰される日本も
みえる。
gacchimucchi_スプ子さんはある意
味ボカロみたいなもんかなーと。上手
く言えないけれど、ミクは実在しない
けど存在がある。スプ子さんはビジョ
ンレスにビジョンがある。両者には共
通に「歌」がある、みたいな？
yousukekinoko_snsが出来の悪いシ
ナプスがわりにスタンドアローンなハ
ズの個人の暇と鬱憤をつなげて集団
暴動が起きた とか考えると、攻殻機
動隊思い出すよね。
Yasu_umi_ヨーロッパ：人と動物が
はっきり別れている階級社会 日本は
その境界が曖昧
mgrks_日本が移民を受けいれるん
だろうか。現実に難民も受け入れてい
ないのになあ。でも人口は減少してく
し、受け入れていく他ないと思うんだ
けど。
fujiwalabo_漫画的フィクションを共
有することでの平和実現。
somari0329_もし、今の日本に移民が
いっぱい来たら、移民に負けないっ！っ
て思えるのかな、日本人。
orihihs0y_これは海市の模型＋漫画
に繋がるのでは。
ynbr_AKBｷﾀ━ ( ∀゚ﾟ) ━ !

Yasu_umi_AKBは「何故こんなもの
がいいのか」という問題を提起してい
るという意味でいいデザイン
NARU202006_AKBが盛り上がりす
ぎてファシリテートできず。
somatie_AKB話から、俄然盛り上が
る濱野さん。応酬するスプ子さん。
冷静さを増す家成さんw

koyuri810_格差社会とかのテーマが

AKBで繋がっている不思議。。
fujiwalabo_田中角栄を藤村さんはビ
ジョンのシステム、濱野さんは情熱のシ
ステムと定義。まあ多分両方が重要。
somari0329_民主主義も、格差社会
も、AKBでOK！ってw。AKBアジア
版で投票ランキング出すとアジアの格
国の経済が見えるんじゃないかとか、
発想のシナプスがハンパないなぁw。
fujiidata_ 総選挙によってキャラが進
化する。そしてそのキャラを生かす／
転換するというイベントがあるのがシ
ステム自体の有用性を示している気が
します。「マジすか学園」はマトリックス
でいうエージェントスミス的な存在。
fujiidata_ 周縁が世界とつながるとい
う話。「新世界=NEW WORLD」とい
う地名も面白い！
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 1_SPUTNIKO!

 2_SATOSHI HAMANO

 3_RYUJI FUJIMURA

03

日本人のgdgdなコミュニケーションには可能性があると思っていて、
世界でどれくらい可能性があるのかは興味がある。―濱野智史

足立区で育った人は足立区の文化があるが、
ロンドンにきた移民は、ロンドンの文化とも母国の文化とも
断絶されてしまっている。―スプツニ子！




